






<はじめに>

  宮崎県における筋萎縮症検診は、昭和 44 年九大の黒石教授により始めてな

され、その後しばらく空白があり、昭和 48 年より当科と宮崎県筋ジス協会に

より検診が行われ、この際に 156 名の患者が list-up された。これは、宮崎県

児童家庭課、障害福祉課、宮崎市を除く五市の身障者台帳、宮崎県立病院(神

経科、整形外科、小児科)外来カルテ台帳より pick-up されたものであった。

鹿児島県では、すでに本班会議で報告した様に、徹底的な情報収集を行い、そ

の結果をもとに検診や在宅訪問を行って精査の精度を高めてきた。


